
放射線リスクの管理  

 
 

パロベルデ原子力発電所では、計画されている作業活動に関連した放射線リスクを評価す

るために、規定されたプロセスを活用している。このプロセスは、放射線学的に「ミディ

アムリスク」「ハイリスク」の区分の閾値を満たしている放射線作業のために必要な放射

線防護要件や監督活動などの、適切な監督管理が確立されていることを確実にするもので

ある。 
 
このプロセスには、以下が含まれる： 

• 可能な限り高いレベルの放射線学的安全性を確立する。 
• 充分な準備と資材を確実にする。 
• 放射線学的リスクを伴う重大な作業を実施する際に、適切に監督および監視する

ことを確実にする。 
 
  



ミディアムリスク：高放射線エリアに不適切にアクセスすることを防ぐための、または

未計画／監視されていない線量を受ける可能性を低減させるための、EPRI レベルの 2 ま

たは 3の個人汚染事象を起こす可能性を低くするための、もしくは防護されたエリア内で

非放射性施設や環境による汚染の可能性を防ぐための、事前に計画されたバリアが設置さ

れている場所で行われる放射線作業。 

 

  



ハイリスク：個人の通常の放射線被ばく限度を脅かすような、または環境への廃水の放

出経路や一般公衆の被ばくに繋がるような重大な放射線レベルの放射線事象を防ぐために

必要な、詳細な計画と大がかりなバリアがある場所で行われる放射線作業。 

 
 
その他のスライドでは、放射線リスクのより良い管理を実施するための努力について示さ

れている。 
 
 


